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朝夕が少し涼しくなり、夜には虫の鳴き声も聞こえてきて、ようやく秋を感じることができ

るようになりました。しかし、お昼間は、まだまだ気温が高くなりますが、子どもたちは、１０

月１５日の運動会に向けて、練習を毎日がんばっています。また、保護者のみな様も、毎日

たくさんのお茶とお洗濯など、本当にありがとうございます。

みんなががんばっている運動会について調べてみました。

〇いつから始まったのか？

１874（明治7）年に行われた、東京築地の海軍兵学寮における「競闘遊戯会」が、現

在の運動会のさきがけといわれています。

〇誰が始めたのか？

1885年に初代文部大臣に就任した森有礼が、体育による集団訓練を奨励してから

は、小学校にも広まっていきました。

〇なぜ広まったのか？

明治33年（1900）に学校に運動場を設置することが義務付けられると、全国的に小

中学校でも運動会が行われるようになりました。

『大事をなすための笑顔の力』

今夏の全国高等学校野球選手権大会で優勝した慶応義塾高校のモットーは

『エンジョイ・ベースボール』でした。笑顔を貫いて優勝した主将が言ったことばは

「野球は楽しいんだぞ、という本質を表現できた。」でした。

みなさんも、運動会の本番は、ダンスをしたり、走ったり、高学年は係りのお仕事をしたり緊

張の連続だと思います。また、それまでの練習は、しんどいと思うときもあると思いますが、本

番で見に来てくださった方々に、みんなの姿に感動し、笑顔で帰ってもらえるようにがんばり

ましょう。




